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「相
愛
国
文
」
も
、
本
号
で
十
五
号
を
迎
え
た
。
来
し
方
、
そ
し
て
　
　
　
草
川
　
　
昇
　
　
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

現
況を
慮
る
に
、
書
誌
学
、
文
献
学
を
根
幹
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
国
　
　
　
橋
本
　
雅
之
　
　
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

文学
」
の
本
来
的
に
し
て
、
正
統
的
な
「
伝
統
」
の
継
承
を
想
う
。
自
　
　
　
鳥
井
　
正
晴
　
　
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

画
自
賛
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
日
本
語
日
本
文
　
　
　
俊
頼
髄
脳
研
究
会

学
科
の
、
不
易
流
行
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　
今回
は
、
学
科
の
教
員
と
研
究
会
の
み
の
執
筆
と
い
う
、
シ
ン
プ
ル

な
号
と
な
っ
た
。
掲
載
が
断
続
す
る
と
、
な
に
か
の
会
合
な
ど
の
席

で
、
「
続
き
は
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
だ
け
「
相

愛国
文
」
も
市
民
権
を
獲
た
の
か
と
、
嬉
し
く
思
う
こ
と
が
あ
る
。

　な
お
、
二
〇
〇
一
年
度
を
以
て
、
日
本
語
日
本
文
学
科
は
募
集
停
止

と
な
る
が
、
「
相
愛
国
文
」
は
、
外
形
は
変
わ
れ
ど
も
、
存
続
を
期
し

た
い
と
思
う
。
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短
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学
研
究
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